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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成２０年１１月１２日に公表した業績予想を、下記のとおり修正

いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成２１年３月期 連結業績予想数値の修正（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 

  （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純損益 

１ 株当たり

当期純損益 

前回発表予想(Ａ) 

(平成 20 年 11 月 12 日) 
1,940,000 18,500 20,000 12,000 11 円 81 銭

今回修正予想(Ｂ) 1,940,000 18,500 13,000 △7,000 △6 円 89 銭

増減額(Ｂ－Ａ) 0 0 △7,000 △19,000 

増減率(％) 0.0％ 0.0％ △35.0％ －   

（ご参考） 

前期実績 1,894,044 18,096 29,468 40,709 39 円 13 銭

 

２．平成２１年３月期 個別業績予想数値の修正（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 

  （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純損益 

１ 株当たり

当期純損益 

前回発表予想(Ａ) 

(平成 20 年 11 月 12 日) 
1,460,000 8,000 10,000 1,000 0 円 98 銭

今回修正予想(Ｂ) 1,480,000 8,000 10,000 △6,000 △5 円 88 銭

増減額(Ｂ－Ａ) 20,000 0 0 △7,000 

増減率(％) 1.4％ 0.0％ 0.0％ －   

（ご参考） 

前期実績 1,423,143 4,642 5,163 5,870 5 円 62 銭
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３．修正の理由 

（１）連結業績予想 

営業利益は連結・個別ともに前回発表予想（平成 20 年 11 月 12 日）を確保する見通しであり

ますが、経常利益については、海外子会社において、円高の進行ならびに不動産市況低迷に伴

う影響の拡大等により、為替差損の増加・開発事業出資利益の減少が見込まれるとともに、  

国内持分法適用子会社における貸倒損失の発生等もあり、下方修正を余儀なくされております。 

また、当期純損益につきましては、上記に加え、当社における特別損失の増加（下記３.(２) 

参照）等により、誠に遺憾ながら従来の黒字予想から赤字に転じる見込みであります。 

（２）個別業績予想 

急激な信用収縮・株価下落等を背景に、多額の貸倒引当金を計上するとともに、投資有価証券

評価損の増加など、当第３四半期末時点において、前回発表予想（通期）を大幅に上回る特別損

失を計上しており、当期末にかけて回復は見込み難い状況にあることから、連結同様、当期純損

益は赤字に転じる見込みであります。 

  今後も厳しい経営環境が予想されますが、当社グループでは、引き続き、収益力の強化とリスク

管理の徹底に総力を挙げて取り組んでまいります。 

  

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいており、

実際の業績は、様々な要素により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

   

以 上 

 


